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北海道教育委員会では、本道の道徳教育の一層の向上を図ることを目的とした「道徳

教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」を実施し、その取組の一つとして北海道の特

色を生かした道徳教育の教材の開発に取り組んでまいりました。

平成２７年３月には、各学校における道徳教育の充実の一助として、本道の児童生徒

が、「あいさつ・礼儀」「思いやり」「私たちのふるさと」について自ら考えたことを書き

込んだり、話し合ったりすることなどを通して、おもてなしの心を育むことができるよ

う、北海道版道徳教材「北海道おもてなしハンドブック」を作成し、道内の公立小・中

学校、特別支援学校小学部・中学部の全ての児童生徒に配布したところです。

このたび、各学校において「北海道おもてなしハンドブック」が効果的に活用され、

本道の児童生徒により一層おもてなしの心が育まれるよう、活用場面の例や実践事例を

掲載した「北海道おもてなしハンドブック活用の手引」を作成しました。

各学校においては、本手引を参考に「北海道おもてなしハンドブック」を道徳の時間

や学級活動等の学校での教育活動はもとより、家庭や地域においても積極的に活用いた

だくようお願い申し上げます。

平成２８年３月

北海道教育庁学校教育局義務教育課



３

当該のページの内容項

目に関する指導の留意点

などを示しています。

「道徳の時間」「各教科

等」「家庭や地域との連

携」における活用例を示し

ています。

道内の学校が本ページを

活用して実践した学習指導

案、板書、児童生徒の様

子、成果等を紹介していま

す。

文部科学省が配付している「私たちの道徳」との

関連を図った効果的な指導の例を紹介しています。
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◆あいさつ・礼儀（Ｐ２～５）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目 9「礼儀」 気持ちのよい挨拶、言葉遣い、動作などに心掛けて、明るく接すること。

・導入や展開後半で、挨拶をしている時の気持ちについて考える際、Ｐ２の〔書き込み〕などを

活用する。

・終末で、挨拶をして笑顔になったことについて考える際、Ｐ３の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「生活」内容(3) 地域と生活

・町探検などで、様々な人々との接し方について考える際、Ｐ４の〔ポイント〕や〔ヒント〕な

どを活用する。

○ 「特別活動（学級活動）」内容(2)イ 基本的な生活習慣の形成

・本時の活動で、挨拶の意義などについて考える際、Ｐ２の〔ポイント〕などを活用する。

・家庭で、気持ちのよい挨拶について子どもと話し合うよう、学級通信等にＰ２の〔書き込み〕

を紹介するなどして働きかける。

・家庭で、Ｐ５の〔書き込み〕に記入する内容を子どもと一緒に考えるよう、学級通信等で働き

かける。

第１学年及び第２学年においては、日常生活を送るために欠かせない基本的な挨拶などについて、

具体的な状況の下での体験を通して実感的に理解を深めさせることが大切です。

また、外出時や公共の場での振る舞い方など社会との関わりの中での礼儀についても考えさせる

ことが大切です。

「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

【「わたしたちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】

「わたしたちの道徳」Ｐ56〔あいさつの木をそだてていきましょう〕に、自分の日頃の挨拶の様

子について考えたことを書き込む際、「おもてなしハンドブック」Ｐ２、３も活用する。

Ｐ26 砂川市立空知太小学校の実践参照
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◆思いやり（Ｐ６～９）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目7「親切、思いやり」 身近にいる人に温かい心で接し、親切にすること。

・導入で、思いやりのある行動について考える際、Ｐ６の〔ポイント〕や〔ヒント〕などを活用

する。

・展開後半で、思いやりのある行動について考える際、Ｐ７～９の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「生活」内容(9) 自分の成長

・自分自身の成長について考える際、Ｐ７～９の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「特別活動（学級活動）」内容(2)ウ 望ましい人間関係の形成

・本時の活動で、思いやりのある行動について考える際、Ｐ６の〔ポイント〕や〔ヒント〕、Ｐ

７～９の〔書き込み〕などを活用する。

・家庭で、思いやりの心などについて子どもと話し合うよう、学級通信等にＰ６の〔ポイント〕

や〔ヒント〕を紹介するなどして働きかける。

・家庭で、Ｐ７～９の〔書き込み〕に子どもの思いやりのある行動について書き留めておくよう、

学級通信等で働きかける。

第１学年及び第２学年においては、幼い人や高齢者、友達など身近にいる人に広く目を向けて、

温かい心で接し、親切にすることの大切さについて考えを深められるようにすることが大切です。

また、相手の喜びを自分の喜びとして受け入れられるようにし、具体的に親切な行為ができるよ

うにすることが大切です。

「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

Ｐ25 遠別町立遠別小学校の実践参照

【「わたしたちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】

「わたしたちの道徳」Ｐ66〔あたたかい心をみんなにとどけましょう〕に、親切な行動等につい

て考えたことを書き込む際、「おもてなしハンドブック」Ｐ７～９も活用する。

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

Ｐ27 伊達市立伊達小学校の実践参照
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◆私たちのふるさと（Ｐ10～12）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目17「伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度」 我が国や郷土の文化と生活に親し

み、愛着をもつこと。

・導入や展開後半で、身近な自然や文化などについて考える際、Ｐ10上の〔書き込み〕などを活

用する。

・展開後半で、自分が住んでいるまちのためにできることについて考える際、Ｐ10下の〔書き込

み〕などを活用する。

○ 「生活」内容(3)地域と生活

・町探検などで、地域の人々と接したり、様々な場所を調べたりしたことについて考える際、Ｐ

10上の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「生活」内容(4)公共物や公共施設の利用

・公共物や公共施設を大切に利用することについて考える際、Ｐ10下の〔書き込み〕などを活用

する。

・Ｐ11、12の〔写真〕や〔吹き出し〕などを子どもと一緒に読むよう、働きかける。

・地域行事などで、子どもが他の地域の人々と交流する際、Ｐ10上の〔書き込み〕に書いたこと

を紹介するよう、働きかける。

第１学年及び第２学年においては、児童が住む町の身近な自然や文化などに直接触れる機会を増や

したり、そこに携わる人々との触れ合いを深めたりすることで国や郷土への愛着を深め、親しみを

もって生活できるようにすることが大切です。

「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

【「わたしたちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】

「わたしたちの道徳」Ｐ152〔あなたの町を紹介する新聞を作りましょう〕に、町の特徴について考え

たことを書き込む際、「おもてなしハンドブック」Ｐ10も活用する。

Ｐ29 小清水町立小清水小学校の実践参照

Ｐ28 羅臼町立羅臼小学校の実践参照

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携
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◆「おもてなしハンドブック」を使って学んだことをまとめましょう（P13）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

・導入や終末で、自己の成長を振り返る際、活用する。

・特別活動等で、「挨拶・礼儀」「思いやり」「ふるさと」

について学習したことを振り返る際、活用する。

・保護者に、子どもの頑張りを認める内容などを記入し

ていただく。

◆自分の生活をふりかえってみましょう（Ｐ14）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

・導入や終末で、自分の行動などを振り返る際、活用す

る。

・特別活動（学級活動）の基本的な生活習慣の形成に関

する学習で、自分の行動を振り返る際、活用する。

・保護者懇談会等で、「おもてなしハンドブック」を持

ち寄り、このページを見ながら子どもの成長等を確認

する。

このページは、「おもてなしの心」について考えたり、
話し合ったりしたことを振り返るページです。
自己の生き方を深く考えることができるよう、計画的に

書き込ませるとともに、自己の成長を実感することができ
るよう、書いたことを振り返る機会を設けることが大切で
す。

このページは、「挨拶・礼儀」「思いやり」「私たちの
ふるさと」などの観点で、自分の行動などを振り返る
ページです。
自己の成長を実感することができるよう、定期的に

自己評価する機会を設けることが大切です。

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携
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◆あいさつ・礼儀（Ｐ２～５）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目9「礼儀」 礼儀の大切さを知り、誰に対しても真心をもって接すること。

・導入や展開後半で、挨拶をしている時の気持ちについて考える際、Ｐ２の〔書き込み〕などを
活用する。

・終末で、教師が挨拶について説話を行う際、Ｐ３の〔写真〕やＰ４の〔ヒント〕などを活用す
る。

○ 「特別活動（学級活動）」内容(2)イ 基本的な生活習慣の形成

・本時の活動で、挨拶の意義について考える際、Ｐ３やＰ４の〔ポイント〕などを活用する。

○ 「総合的な学習の時間」 地域の人々の暮らし、伝統と文化など地域や学校の特色に応じた課

題についての学習活動
・単元の導入で、日本人としての礼儀正しいふるまいや行動について考える際、Ｐ４の〔ポイン
ト〕や〔ヒント〕などを活用する。

・家庭で、挨拶の大切さについて子どもと話し合うよう、学級通信等にＰ２の〔書き込み〕を紹

介するなどして働きかける。
・家庭で、Ｐ５の〔書き込み〕に記入する内容を子どもと一緒に考えるよう、学級通信等で働き
かける。

第３学年及び第４学年においては、気の合う友達同士で仲間集団をつくる傾向が見られるため、

誰に対しても真心をもって接する態度を育てるようにすることが大切です。

また、家庭や地域社会での日常の挨拶、学習や給食の際の態度、校外学習など見学先での振る舞

いなどについて考えさせることが大切です。

「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

【「私たちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】

「わたしたちの道徳」Ｐ59〔礼ぎ名人を目指そう〕に、礼儀について考えたり、振り返ったりし

たことを書き込む際、「おもてなしハンドブック」Ｐ４、５も活用する。

Ｐ35 室蘭市立本室蘭小学校の実践参照

Ｐ33 中富良野町立旭中小学校の実践参照

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携



11

◆思いやり（Ｐ６～９）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目7「親切、思いやり」 相手のことを思いやり、進んで親切にすること。
・導入で、思いやりのある行動について考える際、Ｐ６の〔ポイント〕や〔ヒント〕などを活用
する。

・展開後半で、思いやりのある行動について考える際、Ｐ７～９の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「総合的な学習の時間」 国際理解、福祉などの横断的・総合的な課題についての学習活動
・社会体験、見学、調査、交流などの学習活動で、他者との関わりについて考える際、Ｐ６の〔ポ

イント〕や〔ヒント〕などを活用する。

○ 「特別活動（学級活動）」内容(2)ウ 望ましい人間関係の形成

・本時の活動で、思いやりのある行動について考える際、Ｐ７～９の〔書き込み〕などを活用す
る。

・家庭で、相手に対する思いやりについて子どもと話し合うよう、学級通信等でＰ６の〔ポイン
ト〕や〔ヒント〕を紹介するなどして働きかける。

・家庭で、Ｐ７～９の〔書き込み〕に記入する内容を子どもと一緒に考えるよう、学級通信等で
働きかける。

第３学年及び第４学年においては、相手の置かれている状況、困っていること、大変な思いをし

ていること、悲しい気持ちでいることなどを自分のこととして想像することによって相手のことを

考え、親切な行為を自ら進んで行うことができるようにしていくことが大切です。

「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

Ｐ32 士別市立士別南小学校の実践参照

Ｐ30 千歳市立千歳小学校の実践参照

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

【「私たちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】

「わたしたちの道徳」Ｐ62〔思いやりの心とは、どのような心でしょう〕で、思いやりの心につ

いて考える際、「おもてなしハンドブック」Ｐ６も活用する。



12

◆私たちのふるさと（Ｐ10～12）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目17「伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度」 我が国や郷土の伝統と文化を大切
にし、国や郷土を愛する心をもつこと。
・導入で、身近な自然や文化などについて考える際、Ｐ10上の〔書き込み〕などを活用する。

・導入や展開後半で、自分が住んでいる町のよさや町のためにできることについて考える際、Ｐ

10下段の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「社会」 第３、４学年内容(6)ウ県（都・道・府）内の特色ある地域の様子
エ人々の生活や産業と国内の他地域や外国とのかかわり

・地域の特色を調べる活動で、地域の人々と接したり、様々な場所を調べたりしたことについて

考える際、Ｐ10の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「総合的な学習の時間」 環境などの横断的・総合的な課題についての学習活動
・単元の導入で、身近な自然環境について考える際、Ｐ11、12の〔写真〕や〔吹き出し〕を活用

する。

・Ｐ11、12の〔写真〕や〔吹き出し〕などを子どもと一緒に読むよう、働きかける。
・地域行事などで、子どもが他の地域の人々と交流する際、Ｐ10上の〔書き込み〕に書いたこと
を紹介するよう、働きかける。

第３学年及び第４学年においては、地域の人々や生活、伝統、文化に親しみ、それを大切にする
ことを通して、郷土を愛することについて考えさせ、地域に積極的に関わろうとする態度を育てる

ことが大切です。
また、様々な活動を通して我が国の伝統と文化に関心をもち、これらに親しむ気持ちを育てるこ

とが大切です。
「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

【「私たちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】

「わたしたちの道徳」Ｐ158〔わたしたちの心を育ててくれるふるさと〕で、北海道のよさについ

て考える際、「おもてなしハンドブック」Ｐ11、12も活用する。

Ｐ34 根室市立北斗小学校の実践参照

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

Ｐ31 函館市立中の沢小学校の実践参照



13

◆ 「おもてなしハンドブック」を使って学んだことをまとめましょう（Ｐ13） ◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

・導入や終末で、自己の成長を振り返る際、活用する。

・特別活動等で、「挨拶・礼儀」「思いやり」「ふるさと」

について学習したことを振り返る際、活用する。

・保護者に、子どもの頑張りを認める内容などを記入し
ていただく。

◆自分の生活をふりかえってみましょう（Ｐ14）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

・導入や終末で、自分の行動などを振り返る際、活用す
る。

・特別活動（学級活動）の基本的な生活習慣の形成に関

する学習で、自分の行動を振り返る際、活用する。

・保護者懇談会等で、「おもてなしハンドブック」を持
ち寄り、このページを見ながら子どもの成長等を確認

する。

このページは、「おもてなしの心」について考えたり、
話し合ったりしたことを振り返るページです。
自己の生き方を深く考えることができるよう、計画的に

書き込ませるとともに、自己の成長を実感することができ
るよう、書いたことを振り返る機会を設けることが大切で
す。

このページは、「挨拶・礼儀」「思いやり」「私たちの
ふるさと」などの観点で、自分の行動などを振り返る
ページです。
自己の成長を実感することができるよう、定期的に

自己評価する機会を設けることが大切です。

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携
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◆あいさつ・礼儀（Ｐ２～５）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目9「礼儀」 時と場をわきまえて、礼儀正しく真心をもって接すること。
・導入で、毎日の挨拶について考える際、Ｐ２の〔書き込み〕などを活用する。
・展開後半で、相手に心を伝える形にどのようなものがあるかについて考える際、Ｐ４の〔書き

込み〕などを活用する。

○ 「特別活動（学級活動）」内容(2)ウ 望ましい人間関係の形成
・本時の活動で、気持ちのよい挨拶について考える際、Ｐ２の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「特別活動（児童会活動）」内容(1) 児童会の計画や運営
・児童会活動が行う挨拶運動の事前指導などで、礼儀作法などについて考える際、Ｐ３〔ポイン
ト〕などを活用する。

・家庭で、挨拶の意義について子どもと話し合うよう、学級通信等にＰ２の〔書き込み〕を紹介

するなどして働きかける。
・家庭で、Ｐ５の〔書き込み〕に記入する内容を子どもと一緒に考えるよう、学級通信等で働き

かける。

第５学年及び第６学年においては、挨拶などの礼儀は社会生活を営む上で欠くことのできないも

のであることを押さえ、礼儀作法の形にこめられた相手を尊重する気持ちを児童自身の体験などを

通して考えさせることが大切です。

また、礼儀に対する意識を高めるために、自分の一日の生活の中にある礼儀を見直したり、武道

や茶道など我が国に古くから伝わる礼儀作法を重視した文化に触れたりすることが大切です。

「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

【「私たちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】

「私たちの道徳」Ｐ56〔心と心をつなぐあいさつ〕で、気持ちのよい挨拶について考える際、「お

もてなしハンドブック」Ｐ２も活用する。

Ｐ37 帯広市立帯広小学校の実践参照

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携
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◆思いやり（Ｐ６～９）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目7「親切、思いやり」 誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にする

こと。
・展開後半で、思いやりの心について考える際、Ｐ６の〔ヒント〕や〔ポイント〕などを活用す

る。

・展開後半で、困った人を見かけたときの言動について考える際、Ｐ７～９の〔書き込み〕など

を活用する。

○ 「外国語活動」内容１(3) 言語を用いてコミュニケーションを図ることの大切さを知ること。
・導入で、困っている人への応対について考える際、Ｐ７の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「特別活動（学級活動）」内容(2)ウ 望ましい人間関係の形成
・展開で、相手の立場に立って考える大切さについて考える際、Ｐ６の〔ポイント〕や〔ヒント〕
などを活用する。

・家庭で、相手の立場に立つことについて子どもと話し合うよう、Ｐ６の〔ポイント〕を紹介す
るなどして働きかける。

・家庭で、Ｐ７～９の〔書き込み〕に記入する内容を子どもと一緒に考えるよう、学級通信等で
働きかける。

第５学年及び第６学年においては、自分自身が相手に対してどのように接し、対処することが相

手のためになるのかをよく考えることが大切です。

また、人間関係の深さの違いや意見の相違などを乗り越え、思いやりの心とそれが伴った親切な

行為を、児童が接する全ての人に広げていくことが大切です。

「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

【「私たちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】

「私たちの道徳」Ｐ63〔「思い」は見えないけれど、いろいろな形で伝えられる〕で、相手の立場に立った接し方

について考える際、「おもてなしハンドブック」Ｐ６も活用する。

Ｐ38 木古内町立木古内小学校の実践参照

Ｐ40 中標津町立計根別学園小学部の実践参照

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携
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◆私たちのふるさと（Ｐ10～12）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目17「伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度」 我が国や郷土の伝統と文化を大切

にし、先人の努力を知り、国や郷土を愛する心をもつこと。
・導入で、北海道の文化や自然のよさなどを考える際、Ｐ11の〔写真〕や〔吹き出し〕などを活

用する。
・終末で、郷土のよさについて考える際、Ｐ10の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「社会」第６学年内容(3)ア 我が国と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活
の様子

・我が国とつながりが深い国の人々の生活の様子を調べる活動で、地域や北海道のよさについて
考える際、Ｐ10の〔写真〕や〔吹き出し〕、〔書き込み〕などを活用する。

○ 「総合的な学習の時間」 地域の人々の暮らし、伝統と文化など地域や学校の特色に応じた課
題についての学習活動
・地域の伝統と文化などに関する学習内容で、郷土や我が国の伝統と文化の継承、発展について
考える際、Ｐ11、12の〔写真〕や〔吹き出し〕、〔書き込み〕などを活用する。

・家庭で、地域や北海道のよさ、地域の発展に尽くした先人の業績などについて子どもと話し合

うよう、学級通信等でＰ11、12の〔写真〕や〔吹き出し〕などを紹介するなどして働きかける。

・地域行事などで、子どもが他の地域の人々と交流する際、Ｐ10上の〔書き込み〕に書いたこと

を紹介するよう働きかける。

第５学年及び第６学年においては、機会を捉えて我が国の伝統や文化などを話題にしたり、直接
的に触れたりする機会を増やすことを通してそのよさについて理解を深めることが大切です。
また、伝統や文化を育んできた我が国や郷土を受け継ぎ発展させていくべき責務があることを自

覚し、努めていこうとする心構えを育てることが大切です。
「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

【「私たちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】

「私たちの道徳」Ｐ164〔郷土や国を愛する心を〕で、郷土のよさや特色について考える際、「おもてなし

ハンドブック」Ｐ11、12も活用する。

Ｐ36 倶知安町立倶知安小学校の実践参照

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

Ｐ39 名寄市立名寄小学校の実践参照
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◆ 「おもてなしハンドブック」を使って学んだことをまとめましょう（Ｐ13） ◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

・導入や終末で、自己の成長を振り返る際、活用する。

・特別活動等で、「挨拶・礼儀」「思いやり」「ふるさと」

について学習したことを振り返る際、活用する。

・保護者に、子どもの頑張りを認める内容などを記入し
ていただく。

◆自分の生活をふりかえってみましょう（Ｐ14）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

・導入や終末で、自分の行動などを振り返る際、活用す
る。

・特別活動（学級活動）の基本的な生活習慣の形成に関

する学習で、自分の行動を振り返る際、活用する。

・保護者懇談会等で、「おもてなしハンドブック」を持
ち寄り、このページを見ながら子どもの成長等を確認

する。

このページは、「おもてなしの心」について考えたり、
話し合ったりしたことを振り返るページです。
自己の生き方を深く考えることができるよう、計画的に

書き込ませるとともに、自己の成長を実感することができ
るよう、書いたことを振り返る機会を設けることが大切で
す。

このページは、「挨拶・礼儀」「思いやり」「私たちの
ふるさと」などの観点で、自分の行動などを振り返る
ページです。
自己の成長を実感することができるよう、定期的に

自己評価する機会を設けることが大切です。

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携
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◆あいさつ・礼儀（Ｐ２～５）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目7「礼儀」 礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動をとること。
・展開前半で、毎日の挨拶について考える際、Ｐ２の〔書き込み〕などを活用する。

・導入や展開後半で、人間生活や社会生活を円滑にする礼儀について考える際、Ｐ３の〔書き込
み〕などを活用する。

○ 「技術・家庭（家庭分野）」内容Ａ(2)イ 家庭と家族関係
・導入で、よりよい人間関係を築くための気持ちのよい挨拶について考える際、Ｐ２の〔書き込
み〕などを活用する。

○ 「総合的な学習の時間」 地域や学校の特色に応じた課題についての学習活動
・導入で、日本人の礼儀について考える際、Ｐ４の〔ポイント〕や〔ヒント〕、〔書き込み〕などを
活用する。

・家庭で、挨拶の意義について子どもと話し合うよう、学級通信等にＰ２の〔書き込み〕を紹介
するなどして働きかける。

・家庭で、Ｐ５の〔書き込み〕に記入する内容を子どもと一緒に考えるよう、学級通信等で働き
かける。

中学校においては、日常生活において、時と場に応じた適切な言動を体験的に学習するとともに、

形の根底に流れる礼儀の意義を深く理解できるようにすることが大切です。

また、他国の礼儀についても理解を深め、他国の人々に気持ちよく接することができるようにす

ることが大切です。

「中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

【「私たちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】
「私たちの道徳」Ｐ50〔礼儀の意義を理解し適切な言動を〕で、礼儀の意義などについて考える

際、「おもてなしハンドブック」Ｐ４も活用する。

Ｐ44 岩見沢市立東光中学校の実践参照

Ｐ50 稚内市立稚内南中学校の実践参

Ｐ51 白老町立白老中学校の実践参照

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

Ｐ42 帯広市立帯広第八中学校の実践参照
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◆思いやり（Ｐ６～９）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目6「思いやり、感謝」 思いやりの心をもって人と接するとともに、家族などの支え
や多くの人々の善意により日々の生活や現在の自分があることに感謝し、進んでそれに応え、人
間愛の精神を深めること。
・展開後半で、思いやりを行動等について考える際、Ｐ７～９の〔書き込み〕などを活用する。

・展開後半で、他者の立場を尊重し、能動的に接しようとする態度を育成する際、Ｐ９の〔書
き込み〕などを活用する。

○ 「国語」第２学年〔Ｂ書くこと〕イ 自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして、文章
の構成を工夫すること。
・展開で、自分の気持ちを相手に伝えることの大切さについて考える際、Ｐ７～９の〔書き込み〕
を活用する。

○ 「総合的な学習の時間」 福祉・健康などの横断的・総合的な課題についての学習活動
・整理・分析で、思いやりの心を伝えるポイントについて考える際、Ｐ６の〔ポイント〕や〔ヒ
ント〕などを活用する。

・家庭で、相手の立場に立つことについて子どもと話し合うよう、学級通信等にＰ６の〔ポイン
ト〕を紹介するなどして働きかける。
・家庭で、Ｐ７～９の〔書き込み〕に記入する内容を子どもと一緒に考えるよう、学級通信等で
働きかける。

中学校においては、単に思いやりの大切さに気付かせるだけでなく、根本において自分も他者も、
共にかけがえのない存在であるということをしっかり自覚できるようにすることが大切です。
また、互いに支え合う経験を積みながら、温かい人間愛の精神に基づく体験の機会を生かし、人

間として生きることに喜びを見いだし、思いやりと感謝の心と態度が育むことが大切です。
「中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

【「私たちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】
「私たちの道徳」Ｐ55〔思いやりって……なんだろう？〕で、相手の立場を尊重する大切さを考

える際、「おもてなしハンドブック」Ｐ６も活用する。

Ｐ43 羽幌町立羽幌中学校の実践参照

Ｐ45 千歳市立向陽台中学校 の実践参照

Ｐ49 北斗市立大野中学校 の実践参照

Ｐ47 網走市立第一中学校 の実践参照

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携
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◆私たちのふるさと（Ｐ10～12）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

○ 内容項目16「郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度」 郷土の伝統と文化を大切にし、
社会に尽くした先人や高齢者に尊敬の念を深め、地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛
し、進んで郷土の発展に努めること。
・展開前半で、ふるさとのよさについて考える際、Ｐ10の〔書き込み〕などを活用する。

・展開前半で、地域のためにできることについて考える際、Ｐ10の〔書き込み〕などを活用する。

○ 「音楽」内容Ｂ鑑賞(1)ウ 我が国や郷土の伝統文化音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特
徴から音楽の多様性を感じ取り、鑑賞すること。
・展開で、郷土の伝統音楽が影響を受けた風土や文化・歴史などについて考える際、Ｐ10の〔書
き込み〕などを活用する。

○ 「総合的な学習の時間」 地域や学校の特色に応じた課題についての学習活動
・展開で、北海道の伝統や文化のよさを振り返る際、Ｐ11の〔写真〕、〔吹き出し〕などを活用す
る。

・地域の先人などの講話で、地域によさについて考える際、Ｐ10の〔書き込み〕などを活用する。

・家庭で、地域や北海道のよさ、地域の発展に尽くした先人の業績などについて子どもと話し合
うよう、学級通信等にＰ11、12の〔写真〕や〔吹き出し〕を紹介するなどして働きかける。

中学校においては、地域の人々との人間関係を問い直したり、地域社会の実態を把握させたりし
て、郷土に対する認識を深め、郷土を愛しその発展に努めようとする実践意欲と態度を育てること
が大切です。
また、地域社会に尽くし、自己の人生を大切にして生きてきた先人や高齢者などの先達への尊敬

と感謝の気持ちを育むことが大切です。
「中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」

【「私たちの道徳」と関連を図った効果的な活用例】

「私たちの道徳」Ｐ200〔ふるさとの発展のために〕で、北海道の風土や文化・歴史のよさについ

て考える際、「おもてなしハンドブック」Ｐ11、Ｐ12も活用する。

Ｐ41 様似町立様似中学校の実践参照

Ｐ48 共和町立共和中学校の実践参照

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

Ｐ52 本別町立勇足中学校の実践参照

Ｐ46 今金町立今金中学校の実践参照
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◆「おもてなしハンドブック」を使って学んだことをまとめましょう（Ｐ13）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

・導入や終末で、自己の成長を振り返る際、活用する。

・特別活動等で、「挨拶・礼儀」「思いやり」「ふるさと」
について学習したことを振り返る際、活用する。

・保護者に、子どもの頑張りを認める内容などを記入し
ていただく。

◆自分の生活をふりかえってみましょう（Ｐ14）◆

１ 指導の留意点

２ 活用場面例

・導入や終末で、自分の行動などを振り返る際、活用す
る。

・特別活動（学級活動）の基本的な生活習慣の形成に関
する学習で、自分の行動を振り返る際、活用する。

・保護者懇談会等で、「おもてなしハンドブック」を持
ち寄り、このページを見ながら子どもの成長等を確認
する。

このページは、「おもてなしの心」について考えたり、
話し合ったりしたことを振り返るページです。
自己の生き方を深く考えることができるよう、計画的に

書き込ませるとともに、自己の成長を実感することができ
るよう、書いたことを振り返る機会を設けることが大切で
す。

このページは、「挨拶・礼儀」「思いやり」「私たちの
ふるさと」などの観点で、自分の行動などを振り返る
ページです。
自己の成長を実感することができるよう、定期的に

自己評価する機会を設けることが大切です。

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携

道徳の時間

各 教 科 等

家庭や地域との連携


